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③第２分科会
　「探究サイクル」を回すヒント

一般社団法人　未来創成学院
理事　三宅　範行

１．はじめに
　現在、各高校で探究に取り組まれておられますが、それぞれの高校の環境
や状況、生徒の興味関心により、さまざまな取り組みがなされています。主
に机上調査をしてまとめた内容を校内発表する形、研究や論文にまとめて校
外でのプレゼンテーションを目指す形、興味関心に沿ってプロジェクトを実
行する形やそこに地域の人や会社との連携が加わる形、校外での発表の場を
求めてコンテスト応募す
る形などが見られます。
しかし、例えば校外での
プレゼンテーションをす
るためには机上調査もプ
ロジェクト学習も必要
だったり、コンテストで
アイデアが評価されたの
でプロジェクトに移行す

るケースもあったりする
ので、多種多様だと思い
ます。
　この分科会では、まさ
に「さまざまな」探究の
授業に携わっておられる
先生方のお悩み事や解決
事例を持ち寄っていただ
き、それぞれのお立場で
の取り組みに活用できるヒントをお持ち帰りいただきたいと考えました。

２．探究事例の紹介
　グループワークでの話
題が制度的なもの（人員
配置、予算、時間数など）
ではなくて、現場での先
生方個人やチームで対応
できる部分の工夫に焦点
を当てたいという思い
と、何かご出席の先生方
の発想や発言のきっかけ
づくりになればと考えましたので、私が伴走してきた探究事例のご紹介から
入りました。

３．グループワーク
　全国からお集まりいただいた先生方に小グループに分かれていただき、各
グループで自己紹介の後に、それぞ
れの先生方がどのような探究をな
さっているのか、課題や悩みがあれ
ば共有いただくワークをしました。
　各グループで相互に自校の探究紹
介や質問の投げかけが熱心に行われ
ていました。その中で全体に共有し
たい悩み事や解決案を各グループか
ら挙げていただきました。10項目が
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挙げられましたが、ここ
では３項目とそれに対し
ての先生方から提示いた
だいた解決案をご紹介し
ます。

（１）教員の協力体制の作り方
　解決案
　・やるしかない。一人がやりだすと周りが助けてくれる。
　・�まず教員が探究の面白さを知る必要がある。先生方が楽しんで取り組む

と楽しさが周囲や生徒に伝播する。
　・�校長先生や管理職が楽しんでリーダーシップを発揮してもらう。学校全

体で取り組む。
　・�探究の進め方についての先生向けの研修会も必要。いろいろな探究学習

の研修会を校内で実施するほか、校外のこのような研修会に出席すると
楽しさも分かる。

（２）授業中に校外に出る時間を作れないこと
　解決案
　・�教員が二人組（一人はレポート役、一人は撮影役）で校外に出て地域の

様子を録画や実況中継して、生徒が教室内で見るようにすると、現地に
行ったような疑似体験ができる。

（３）課題設定が上手くいかないこと
　解決案
　・地域の歴史的行事を題材にする（例：姫路城改修）。
　・�時代、社会状況が変化して課題（困りごと）となっている点に着眼して、

解決策を考える。
　・�補足として、テーマを細分化して高校生がアクションを起こしやすい課

題設定をすることを私からは申し添えました。

４．まとめ
　ご参加いただいた先生方とのワークショップの中で「先生も生徒も楽しん
で」「楽しさが伝播する」というフレーズが印象に残りました。その楽しさ
を知る一つの方法として、研修会参加があるとのご指摘もいただきました。
大阪商業大学起業教育研究会は全国から先生方がお越しになり、各地の様子
や先進事例にも触れる絶好の機会ですので、多くの刺激を私もいただくこと
ができました。
　探究自体が答えの無い課題に向き
合ううえ、テーマが多岐にわたるの
で、生徒に伴走するにあたっては難
しいことや悩みも出てきます。この
解決方法はケースバイケースになる
と思いますが、当分科会での意見交
換が先生方のお役に立てるならば幸
甚です。




